
【本  社】  奈良県御所市大字蛇穴４０６番地の１ 
【奈良支社】 奈良県奈良市七条町４－１ 
【大阪支店】 大阪府大阪市北区西天満３丁目１４番１６号 
                  西天満パークビル３号館６階 
【重阪処分場】 奈良県御所市重坂３２９番地他 

１． 環境経営方針  
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２． 事業活動の概要  
   １） 事業者名及び代表者名 
      株式会社 南都興産 
      代表取締役  谷 方夫 
   ２） 事業の内容  
     （１） 現在の認証・登録範囲 
       ● 産業廃棄物の収集運搬業及び処分業（14種類） 
       ● 特別管理産業廃棄物の収集運搬業及び処分業（廃石綿等の１種類） 
       ● 一般廃棄物の処分業（燃殻、汚泥、不燃物の３種類） 
       ● 汚染土壌処理業（PCBを除く第二溶出基準量以下の特定有害物質を含む汚染土壌） 
       ● 建設業 
     （２） 全社の事業内容 
         現在の認証・登録範囲と同じ  
       

重阪処分場全景写真 （2026年4月28日現在） 
2021年6月最終処分場拡張工事竣工 

 右図に最終処分場までの廃棄物の処理工程を示
します。 
 株式会社南都興産は、産業廃棄物処分業、特別
管理産業廃棄物処分業、一般廃棄物処分業及び汚
染土壌処理業の許可に加えて、13都府県における
産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物の収集運搬
業の許可を取得しています（優良事業者認定）。 
 
 なお、建設業は全事業の売上比率の１％以下であ
り、この「環境活動レポート概要版」では主要事業で
ある廃棄物処分業について記述しています。 
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自社管理型最終処分場
（奈良県御所市）

木材開発株式会社
（大阪府岸和田市）

谷　商　店
（奈良県御所市）

安田金属興業
（和歌山県和歌山市）

【最終処分までの処理工程】

 ３． 環境経営活動の経過報告  
  2020年度以降６年間のCO2発生量の変化を次ページの図表に示します。  
  ① 収集運搬量と埋立処分量を合算した廃棄物受託量は、拡張工事施工中の2020年度まで減少傾向にありました  
   が工事完了後の2021年度において回復し、2022年度以降は大きく増加しています。 

  ② 電力使用量が最も多い処分場の排水処理施設は、拡張工事において排水処理可能量を125㎥／日から450 
   ㎥／日に大幅な増強をおこないました。このため、拡張工事を終了した2021年度は設備稼働に必要な電力が急増 
   して購入電力CO2発生量が大きく増加しました。 
    2022年度以降は、排水処理設備の運用改善により電力使用量が経年的に減少しています。 
    なお、購入電力CO2発生量は、2023年度関西電力の排出係数0.419を使用して計算しています。 
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    ③ 化石燃料のCO2排出量は、以下の通り経年的な変化が見られます。  
       2020年度は、拡張工事の最終年に当たり廃棄物の受入量を制限したためCO2排出量が減少しています。 
       2021年度は拡張工事が完了し、受託廃棄物量を大幅に増加させたためにCO2排出量は増加していますが、 
       単位処理量当たりの発生量では前年の値を20％程度低減しています。 
       2022年度は受託廃棄物量が急増しましたが、運搬車両に傭車を多用しており自社で使用する化石燃料の 
       CO2排出量は前年より減少しました。 
       2023年度以降は、受託廃棄物量が若干減少傾向にありますが、自社所有車両による燃料使用量が増加し 
       て化石燃料のCO2排出量は次第に増加しています。これは、廃棄物の収集運搬範囲が遠隔地となるものが   
       増加することや、新規埋立地の埋立作業が2025年度から開始されたことで旧埋立地との間で廃棄物の場内 
       移動が増えるといった操業条件の変化を反映したものです。 
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